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12 番 13 番

12 番 9:55　開会

開催概要説明

出席委員5名、欠席委員0名

12 番 開会あいさつ

【福祉部に係る調査】

12 番 議事1　提出議案調査について　

概要説明

(1)平成30年度補正予算について

　　　町民課所管分補正予算内容説明(国民健康保険特別会計運営経費)

福祉課所管分補正予算内容説明(別海保育園管理経費)

一般会計補正予算　質疑なし

　　　国民健康保険特別会計補正予算説明(国保条例の一部改正)

質疑

13 番

　5割軽減

基礎課税分、後期高齢者支援金等分 241世帯 (7世帯増)

介護納付金分 86世帯 (2世帯増)

　2割軽減　

基礎課税分、後期高齢者支援金等分 188世帯 (1世帯増)

介護納付金分 77世帯 (3世帯増)

　　　平成29年度国民健康保険特別会計決算見込み説明(資料により説明)

質疑

4 番 　収納率が上がった要因は何か。

　税務職員の徴収努力によるものと理解している。

国民健康保険特別会計補正予算説明

質疑

13 番 　基金残高はどのようになっているか。
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開閉会日時 平成30年6月21日(木曜日)
開会 9:55

会議場所
別海町議会

委員会室２閉会 11:50

出席

戸田　憲悦 出席 中村　忠士 出席
委員の出欠

大内　省吾 出席 木嶋　悦寛 出席 今西　和雄

干場みゆき

介護支援課長 竹中　利哉 町民課長 青柳　　茂 保健課長 干場　富夫

出席説明員

福祉部長 河嶋田鶴枝 福祉部次長 青柳　　茂 福祉課長

老健事務長 川畑　智明 地域包括支援ｾﾝﾀｰ長 九里　富恵

町民課主幹 小野　勝彦 福祉課主査 武田　妙子

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝやまびこ所長 磯尾　光子

税務課主幹 松田　勝広 介護支援課主幹 高橋　勇樹 町民課主幹 小川　信明

町立別海病院事務課主査 西田　和弘

町立別海病院事務長 大槻　祐二 町立別海病院事務課長 三戸　俊人 町立別海病院事務課主幹 石戸谷友絵

事務局職員 事務局長 浦山　吉人

委員外の出席

0名

会議に付した事件及び会議結果など

発言者 会議経過

戸田

傍聴者数 一般 0名 報道関係者 0名 合計

戸田

福祉部長 河嶋

福祉部次長 青柳

戸田

税務課主幹 松田

町民課主幹 小川

委員 木嶋

福祉課長 干場

税務課主幹 松田

委員 中村

福祉部次長 青柳

委員 中村

　軽減判定所得の算定方法の変更により、どのくらいの世帯が軽減を受けら

れるのか。

委員長

委員長

委員長
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(2)条例の一部改正等について

国民健康保険特別会計補正予算説明の中で説明済み

(3)その他

　　　制度移行後の国民健康保険料の状況について資料により説明

質疑なし

12 番

②に対する質疑

委員 13 番 　ＨＧＣ以外にシルバー人材の団体のようなものの活動の実態はあるか。

　把握していない。

　28年度決算時の基金残高1億5千6百万円に、平成29年度決算見込みによ

る黒字額1億9千5百万円を今回積むものであり、その合計額が現在の基金残高

となる。

福祉部次長 青柳

戸田 　平成29年度議会報告会参加者の意見に対する回答の積み残し案件につい

て、一括質問

福祉部次長 青柳

② ＨＧＣ別海では現在も「猫の手貸します」の事業は実施している。

（作業費用は1,200円前後/時間・人で請け負っている。荷物の運搬等車

両を必要とするものは、車両費用別途）

   また、支援を必要としている高齢者に対しては、ホームヘルパーが日常の家

事支援、身体介護などを行っている。

③ 平成30～32年度の3年間を計画期間とした、「第7期介護保険事業計

画」の期間において、東部地区において通いを中心として、利用者の希望等に

応じて訪問、泊りを組み合わせたサービス提供を行う施設である小規模多機

能型施設を公募により設置し、事業の開始を行うように関係機関と調整を行

うこととしている。

   平成31年度に、公募による事業者の選定を行い、平成32年度から事業

を開始する予定である。

中村

介護支援課長 竹中

① 高齢者の健康推進に効果が確認されている「いきいき100歳体操」につい

て、普及の取り組みなどはあるか。

② 高齢者が暮らしの中で自分ではできない家事（例：電球の付け替え、高

い所に昇る）などを低料金で依頼できるような業者の有無（町内）につい

て、何か把握しているものはあるか。（以前ＨＧＣ（㈲別海振興）がこのよ

うなサービスを行っていたと認識していたが。）

③ 通所型介護施設の東部地域への設置について、現在どのような状況か。

介護支援課長 竹中 ① いきいき100歳体操は、介護予防に効果があると言われながらも、週1～

2回　最低３か月の継続が必要とも言われている。現在町内では1つの地域

でいきいき１００歳体操を取り入れ、自主的に運動教室を行っている。

   地域包括支援センターでは、いきいき100歳体操に特化していないが、「い

きいき元気あっぷ健康体操教室」と「ふれあいトーク宅配講座」で、介護予防

普及を図っている。

   「いきいき元気あっぷ健康体操教室」は、町内３地区（東・西・中央）で

65歳以上の方を対象に、各地区で月１回実施。「ふれあいトーク宅配講座」

は、「介護予防チェック体験版」としてメニューを広報。町ホームページで周知

し、町内会や各種団体からの依頼を受けて実施している。

   介護予防は、いきいき100歳体操に限らず、運動や地域交流を定期的に

継続することで効果があると言われている。町としては定着しつつある「いきいき

元気あっぷ健康体操教室」の継続と、今後の実施内容について検討をした

い。

委員長
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③に対する質疑

委員 4 番 　施設は事業者が用意するのか、町が用意するのか。

　北海道からの補助を受け事業者に施設を建てていただくことを予定。

　この条件を提示して公募する予定。

委員 4 番 　建設予定地はどのようになるか。

　基本的に事業者に見つけていただくことで公募する予定。

休憩　10:48

再開　11:01

【町立別海病院に係る調査】

12 番 開会あいさつ

概要説明

12 番 平成29年度 町立別海病院事業会計 決算の概況について

　　　資料により説明

委員 13 番 　給食等の委託料について、節減策は進んでいるか。

　　　　いろいろと模索している。今後も検討していく。

委員 13 番

　冷凍食品を使えば安くなることが見込まれるが、そのことも含め検討したい。

【各所管事務に係る調査は終了】

12 番 議事2　その他について　

○特定事件(所管事務)の継続調査について

   所管事務調査について自由討議

　　　　　　　　　　    討議結果

　　　　　　　　　　   ・次のとおり閉会中の所管事務調査を行うこととなった。

 ①別海病院の医師等確保の状況及び診療体制について

 ②高齢者保健福祉施策及び計画について

 ③地域包括ケアシステムについて

 ④ごみ処理施設について

  ・日程については、7月12日(木)とすることで所管と調整する。

12 番 ○その他

  

12 番

木嶋

戸田

病院事務長 大槻 人事異動に伴う職員紹介

　平成30年4月1日人事異動に伴う町立別海病院事務課の異動者のうち、主査以

上の職にある職員を紹介。

介護支援課主幹 高橋

　補助額は3千200万円。付随してサロン機能を持たせる。この補助金は800万

円。

木嶋

介護支援課主幹 高橋

事務局長 浦山    7月2日(月)から視察研修に出発する常任委員会合同アカデミーの事前資料

を配布しているので、当日までにお目通しいただきたい。

戸田 11:50　開会

戸田

自由討議

委員長

委員長

委員長

委員長

委員長 戸田

　下げればいいというものではなく、口に入れるものなので努力しながら進めていただ

きたい。

病院事務課長 三戸

病院事務課長 三戸

中村

病院事務課長 三戸

中村

戸田

病院事務長 大槻


